
























要約 

周産期死亡の要因は主因のみの単純集計によっても死亡時期,出生体重などの区分で明瞭

な特徴が示された。主因以外の合併症や母児の属性を綜合的に評価し,さらに剖検所見等の

関連を見ることにより詳細な死亡原因の推定を行うことが出来よう。その意味で統一調査

表による年次的な集計は母子衛生管理の基礎データーとして特に重要であると考えられる。 


